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【目的】我々はｽｯﾎﾟﾝﾀｹ目のｽｯﾎﾟﾝﾀｹ子実体（きのこ）から単離した二核細胞株が、液体培

養で細胞外にｾﾞﾗﾁﾝ様物質を生産することを報告した。しかし、ｽｯﾎﾟﾝﾀｹ目の全二核細胞が

同様の挙動を取るか否かは不明である。そこで採取したｽｯﾎﾟﾝﾀｹ目の子実体から二核細胞株

の取得と、保存機関に保存されている保存株とあわせ検討した。 

【方法・結果】日本ではｽｯﾎﾟﾝﾀｹ目のきのことしてｽｯﾎﾟﾝﾀｹ科 12 種、ｱｶｺﾌﾞﾀｹ科 11 種が報告

されている(Table 1)。しかし岡山県で採取されたきのこは両科で Table 1 の下線で示した

5 種のみである。二核細胞株の単離は()で示した 3 株のみである。そこで NBRC よりｽｯﾎﾟﾝﾀ

ｹ科のｽｯﾎﾟﾝﾀｹ､ｷﾂﾈﾉﾀｲﾏﾂとｱｶｶｺﾞﾀｹ科のｶﾆﾉﾂﾒ､ﾂﾏﾐﾀｹ単離株の 4 種を購入し、CY-1 培地(ｸﾞﾙｺ

ｰｽ:2%､ﾎﾟﾘﾍﾟﾌﾟﾄﾝ:0.2%､酵母ｴｷｽ：0.1%,KH2PO4:0.046%,K2HPO4:0.1%,MgSO4・7H2O:0.05%,蒸留

水,pH:6.5)で 25,30℃で回転振盪培養を行いｾﾞﾗﾁﾝ様物質生産について調べた。結果は Table 

2 に示したが、生育の悪い株を除き両科の菌株は同様のｾﾞﾗﾁﾝ様物質を生産した。また生育

の悪い菌株も長期培養するとわずかにこの物質を生産しｽｯﾎﾟﾝﾀｹ目の単離株全てが、細胞外

にｾﾞﾗﾁﾝ様物質を生産する可能性が示唆された。【応用の可能性】ｾﾞﾗﾁﾝと同様の利用法 
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